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序  古典文学と近代文学の理論 ―表現研究のために― 
   １、定家の歌理論  ２、森敦の文学理論 ―内部・外部・境界   
３、森敦の文学理論 ―反復  ４、定家と森敦の言葉 
 
第一章  表現の諸相 ―言葉の意味付け 
  第一節  読み換えられる意味 
   １、本歌取り  ２、引用された人麻呂の歌  ３、引用された芭蕉の句 
   ４、引用された蕪村の句  ５、「夜の靴」における詩の意味 
  第二節  現れる事象 
   １、和歌の「わたし」  ２、物語の「わたし」  ３、「わたし」の語りが現す景
色 
 
第二章  表現の諸相 ―選択された言葉 
第一節  「物語二百番歌合」 ―大要と成立 
   １、構成  ２、歌の引用元の物語との関係  ３、成立  ４、定家と物語と歌 
  第二節  「百番歌合」 ―異なり、補い合う言葉 
   １、浮舟と飛鳥井の歌  ２、主要ではない人物の歌  ３、旅部の歌   
   ４、「源氏物語」と「狭衣物語」 
  第三節  「後百番歌合 ―失われた言葉の再現前 
   １、「源氏物語」と「海人苅藻」  ２、「源氏物語」と「海人苅藻」の歌 
   ３、「物語二百番歌合」によって開かれる「海人苅藻」の物語 
 第三章  表現の諸相  ―生成される言葉・物語 
  第一節  『鳥海山』 ―経験の反復 
  第二節  「月山」と「われ逝くもののごとく」 ―＜対偶命題＞の実践 
   １、「一即一切」・「一切即一」と「金剛界」・「胎蔵界」 
   ２、「月山」と「われ逝くもののごとく」の概要 
   ３、「月山」と「われ逝くもののごとく」の構造 
   ４、「月山」と「われ逝くもののごとく」と「意味の変容」 
  第三節  「月山」の方言 ―言語空間の方言 
   １、書かれる方言  ２、実際の方言との比較  ３、「わたし」の語る方言 
  第四節  森敦自筆草稿 ―痕跡として残る言葉 
   １、自筆草稿からみえる物語構想  ２、わら半紙草稿からみえる語り方 
   ３、捨てられた草稿からみえる言葉の模索  ４、再び現れる言葉 
  第五節  「われ逝くもののごとく」の「わたし」 ―語りにより生成する人物 


































































 Ⅲ〕 最終試験の結果の要旨 
 




 また、本学大学院在籍期間における TA勤務の後、平成 24年 4月から学校法人白鵬女子












   
   
 
 
 
 
